
　

ま
た
、
平
成
22
年
10
月
の
国
勢

調
査
に
お
け
る
世
帯
構
成
を
み
る

と
、独
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
が
５
，

８
０
０
世
帯
、
高
齢
者
夫
婦
世
帯
が

６
，
０
０
６
世
帯
と
、
い
ず
れ
も
１

割
を
超
え
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
割

合
は
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
は
今
後
も
さ
ら
に
進
行
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大浦町内会のサロン「さわやかサロン大浦」大浦町内会のサロン「さわやかサロン大浦」

地
域
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化　

　

地
方
に
お
い
て
も
、
人
々
の
生
活

様
式
や
意
識
の
変
化
に
伴
い
、
高
齢

者
と
の
同
居
率
が
低
下
し
、別
居
化
・

核
家
族
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
昔
の
大
家
族
の
よ
う
に
家

族
で
支
え
合
う
こ
と
は
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
で
、

福
祉
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
お
り
、

現
行
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
住
民

が
日
常
生
活
上
で
抱
え
る
課
題
全
般

を
支
え
る
こ
と
に
限
界
が
生
じ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

生
活
様
式
な
ど
の
都
市
化
が
進
む

に
連
れ
て
、
隣
人
同
士
が
疎
遠
と
無

関
心
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
こ
と
で
、
昔
は
ど
こ
の
町
や

村
に
も
あ
っ
た
助
け
合
い
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
最
近
、
多
く
耳
に

す
る
孤
独
死
や
虐
待
、
さ
ら
に
は
、

物
が
あ
ふ
れ
て
い
る
時
代
の
中
で
餓

死
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
、
こ
う

し
た
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

地
域
福
祉
活
動
へ
の
取

り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
後
さ
ら
に
増

大
す
る
で
あ
ろ
う
高
齢
化
に
危
機
感

を
抱
き
、
地
域
の
体
制
を
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
方
法
で
変
え
、
対
応
策
を
講

じ
よ
う
と
す
る
町
内
会
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
一
例
と
し
て
紹
介
す
る
打
馬

町
内
会
、
寿
２
丁
目
町
内
会
、
富
ヶ

尾
中
央
町
内
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
人
口

や
高
齢
化
率
等
が
ま
っ
た
く
異
な
る

町
内
会
で
す
が
、
い
ず
れ
も
特
色
あ

鹿屋市 打馬 寿２丁目 富ヶ尾中央

世帯数 50,290世帯 842世帯 475世帯 121世帯

人口 104,357人 1,805人 896人 229人

65歳以上人口 28,492人 348人 292人 88人

高齢化率 27.30% 19.28％ 32.59% 38.43%

世帯数及び人口、65歳以上人口、高齢化率の比較

※平成 28 年７月31日現在（住民基本台帳による）
※統計情報の推計人口とは差異があります

少
子
高
齢
化
の
進
行

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
、

高
度
情
報
化
な
ど
の
社
会
情
勢
の
著

し
い
変
化
な
ど
を
背
景
に
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
が

複
雑
・
多
様
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

中
で
も
高
齢
化
は
、
全
国
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
鹿
屋
市
に

お
い
て
も
同
様
に
進
行
し
て
い
ま

す
。

　

下
の
表
は
、
鹿
屋
市
及
び
今
回
紹

介
す
る
３
町
内
会
に
お
け
る
、
平
成

28
年
７
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本
台

帳
に
よ
る
統
計
で
す
。
鹿
屋
市
全
体

の
高
齢
化
率
は
27
％
を
超
え
て
お

り
、
町
内
会
単
位
で
は
寿
２
丁
目
町

内
会
、
富と
み
が
お

ヶ
尾
中
央
町
内
会
の
よ
う

に
高
齢
化
率
が
既
に
30
％
を
超
え
て

い
る
町
内
会
も
あ
り
ま
す
。

↓

鹿児島県 鹿屋市

一般世帯総数 727,273世帯 44,260世帯

独り暮らし
高齢者世帯

102,443世帯
（14.1％）

5,800世帯
（13.1％）

高齢夫婦世帯 95,610世帯
（13.1％）

6,006世帯
（13.6％）

一般世帯総数に占める「独り暮らし高齢者
世帯」及び「高齢夫婦世帯」の割合

※平成 22年10月国勢調査確定値

野里町内会のサロン「中島女子会」  野里町内会のサロン「中島女子会」  西原１丁目町内会のサロン「西原１丁目町内会のサロン「茶茶
ささ

ロン会」ロン会」打馬町内会の「どんぐり」「さくら」「公民館の日」の合同サロン打馬町内会の「どんぐり」「さくら」「公民館の日」の合同サロン

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
構
成
が
著
し
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
近
い
将
来
、
社
会
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
市
民
活
動
の
重
要
性
が
改
め
て
注
目
さ
れ
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
よ
く
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
地
域
で
の
取
り
組
み
が
、

各
地
で
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
近
年
の
地
域
の
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
、
地
域
で
の
見
守
り
や
支
え
合
い

な
ど
実
際
に
地
域
福
祉
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
３
つ
の
町
内
会
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

る
町
内
会
運
営
を
行
い
、
鹿
屋
市
社

会
福
祉
協
議
会
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
支
援
を
活
用
し
な
が
ら
、
町

内
会
と
し
て
地
域
の
福
祉
に
対
す
る

課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
独
自
の

事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
や
生
き
が
い

づ
く
り
、閉
じ
こ
も
り
防
止
の
た
め
、

打
馬
町
内
会
で
は
、対
象
者
別
に「
ど

ん
ぐ
り
」、「
さ
く
ら
」、「
公
民
館
の

日
」、「
オ
レ
ン
ジ
ろ
ば
さ
ん
」
の
４

つ
の
サ
ロ
ン
が
、
月
に
１
回
、
打
馬

公
民
館
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ど
ん
ぐ
り
」は
、
県
内
で
も
唯
一

と
さ
れ
る
高
齢
男
性
サ
ロ
ン
。
平
成

18
年
に
発
足
し
、
現
在
会
員
は
15
人

程
度
。
勉
強
会
や
野
菜
作
り
、
料
理

教
室
な
ど
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
さ
く
ら
」
も
平
成
18
年
に
発
足

し
、
現
在
会
員
は
20
人
程
度
。
元
気

な
高
齢
女
性
が
集
ま
り
、
小
物
作
り

や
お
菓
子
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
公
民
館
の
日
」は
、
体
の
不
自
由

　

打
馬
町
内
会
で
は
、
町
内
会
内
に

置
か
れ
て
い
る「
福
祉
の
会
」
の
も

と
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
う
独

自
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
住
民
主
体

で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
特
徴
的

で
す
。

　

豊
富
で
充
実
し
た
サ
ロ
ン
活
動
で

外
に
出
て
学
ぶ
き
っ
か
け
を
つ
く
る

と
と
も
に
、
公
民
館
で
作
品
展
を
開

催
す
る
こ
と
で
、
サ
ロ
ン
活
動
で
の

成
果
の
発
表
・
交
流
の
場
も
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
サ
ロ
ン
活
動
に
参
加
で
き

な
い
人
に
は
見
守
り
活
動
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
認
知
症
カ
フ
ェ
や
徘は
い
か
い徊

模
擬
訓
練
も
実
施
す
る
な
ど
、
い
ず

れ
も
他
の
町
内
会
に
先
駆
け
て
実
施

し
た
地
域
福
祉
活
動
で
す
。

打
馬
町
内
会

打
馬
町
内
会

な
人
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

と
、
平
成
19
年
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ロ

ン
。
あ
や
と
り
や
カ
ラ
オ
ケ
、
か
る

た
な
ど
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
オ
レ
ン
ジ
ろ
ば
さ
ん
」は
、
認
知

症
の
人
と
そ
の
家
族
に
、
少
し
で
も

ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
時
間
を
作
っ
て

あ
げ
よ
う
と
、
平
成
27
年
か
ら
始

ま
っ
た
サ
ロ
ン
で
、
い
わ
ゆ
る
認
知

症
カ
フ
ェ
で
す
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー

は
認
知
症
患
者
４
人
と
そ
の
家
族
。

こ
の
よ
う
な
サ
ロ
ン
を
町
内
会
単
位

で
実
施
し
て
い
る
の
は
、
大
変
珍
し

い
こ
と
で
す
。

　

な
お
、「
オ
レ
ン
ジ
ろ
ば
さ
ん
」
を

除
く
３
つ
の
サ
ロ
ン
合
同
で
、毎
年
、

12
月
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
３
月
に
は

合
同
閉
講
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

閉
講
式
で
は
、
一
年
間
の
努
力
を

称
え
る
と
と
も
に
、
来
年
度
以
降
も

自
分
の
た
め
に
参
加
し
て
頑
張
っ
て

も
ら
う
よ
う
、
出
席
者
全
員
に「
落

第
賞
」と
い
う
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。高齢男性サロン「どんぐり」の

洋服のたたみ方教室
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